
いま、起きるかもしれない「大震災」

昭和55年以前
37.10％

昭和56年以降
62.90％

〈出典：長浜市耐震改修促進計画〉
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い
ま
、起
き
る
か
も
し
れ
な
い

平
成
28
年
熊
本
地
震
か
ら
学
ぶ

「
大
震
災
」　

平
成
28
年
熊
本
地
震
か
ら
約
1.5
か
月

が
経
過
し
ま
し
た
。
そ
の
全
容
が
よ
う

や
く
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

地
元
で
は
、「
大
き
な
地
震
は
来
な
い

と
思
っ
て
い
た
」
そ
ん
な
言
葉
が
よ
く

聞
か
れ
る
そ
う
で
す
。
今
回
の
地
震
は

列
島
直
下
が
震
源
と
な
る
「
活
断
層

型
」。
こ
の
活
断
層
は
日
本
全
土
に
無

数
に
走
っ
て
い
ま
す
。
長
浜
市
に
も
、

比
較
的
多
く
の
活
断
層
が
集
中
（
図

１
）
し
て
お
り
、
熊
本
地
震
の
よ
う
な

大
き
な
地
震
が
繰
り
返
し
起
こ
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。

　

阪
神
大
震
災
の
教
訓
の
ひ
と
つ
に
、

「
自
助
７
割
・
共
助
２
割
・
公
助
１
割
」

と
あ
り
ま
す
。
大
規
模
災
害
時
、
行
政

自
身
が
被
災
し
機
能
が
麻
痺
す
る
こ
と

が
あ
る
た
め
、
自
ら
が
自
分
や
家
族
の

安
全
を
守
る
「
自
助
」
の
重
要
性
を
示

唆
す
る
言
葉
で
す
。
今
号
で
は
、
防
災

対
策
に
お
い
て
最
も
重
要
と
さ
れ
て
い

る
「
自
助
」
に
つ
い
て
特
集
し
ま
す
。

【
姉
川
地
震
】

　

長
浜
市
で
は
１
９
０
９

年
（
明
治
42
年
）
に
、
姉

川
流
域
を
震
源
と
し
て
活

断
層
型
地
震
で
あ
る
「
姉

川
地
震
」
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
虎
姫
付
近
で
被
害

が
大
き
く
、
家
屋
の
倒
壊

率
が
60
%
を
超
え
る
集
落

も
あ
り
ま
し
た
。

写真：４月28日　本市被災地派遣職員が撮影

図１ 出典:国土地理院技術資料
D・１―No.449「１/25,000都市圏活断層図」

　

市
で
は
、
こ
の
た
び
の
熊
本
地
震
の
発
生
を
受
け
、
建
築
・

土
木
技
師
や
保
健
師
等
の
職
員
を
被
災
地
に
派
遣
し
、
様
々

な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

命
に
か
か
わ
る
二
次
的
災
害
を
防
止
す
る
た
め
の
建
物
調

査
に
携
わ
っ
た
派
遣
職
員
は
、「
古
い
建
物
の
倒
壊
が
目
立

ち
、
瓦
や
石
垣
・
土
壁
が
崩
れ
て
い
る
光
景
が
多
く
あ
っ

た
」、「
避
難
所
に
物
資
は
行
き
届
い
て
い
る
が
、
人
材
が
足

り
て
い
な
い
と
い
う
印
象
だ
」
と
語
り
ま
す
。

　

今
回
の
被
災
地
派
遣
の
経
験
を
皆
で
共
有

し
、
今
後
の
長
浜
市
の
防
災
に
活
か
し
て
い

き
ま
す
。

　

今
回
の
地
震
で
目
立
っ
た
こ
と
は
、
古
い

木
造
の
建
物
の
倒
壊
に
よ
る
死
傷
者
が
多
く

発
生
し
た
こ
と
で
す
。
全
壊
し
た
建
物
の
う

ち
、
昭
和
56
年
６
月
１
日
以
降
の
新
耐
震
基

準
を
満
た
し
て
い
な
い
建
物
の
割
合
が
高
く

な
っ
て
お
り
、
耐
震
強
度
の
低
い
建
物
は
１

階
部
分
が
押
し
潰
さ
れ
圧
縮
さ
れ
て
い
る
例

が
多
く
あ
り
ま
す
。
派
遣
職
員
の
報
告
に
よ

る
と
、
倒
壊
し
た
建
物
に
多
く
見
ら
れ
る
傾

向
と
し
て
、①
開
口
部
（
窓
な
ど
）
が
多
い
、

②
屋
根
が
重
い
（
瓦
屋
根
な
ど
）
等
の
特
徴

が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
耐
震
診
断
員
を
派
遣
し
、
木
造

住
宅
の
耐
震
診
断
を
無
料
で
行
っ
て
い
ま

す
。詳
し
く
は
13
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

写真２・３：４月28日 本市被災地派遣職員が撮影

長浜市の住宅の建築年
（平成27年度末）

１ 熊本地震被災地支援職員派
遣報告会

２ 外壁が落下し危険度が高い
建物

３倒壊した建物

熊本地震の特徴は、かつてない「大地震の連鎖」。１度目の地震のあと自宅へ戻った際に２度目の大
きな揺れに見舞われ、死傷につながるケースが多発しました。多くの断層が点在する長浜市でも、最初
の大きな揺れがさらに次の大地震を誘発する恐れがあります。余震が収まるまで自宅に戻るべきではあ
りませんが、どうしても必要なものを取りに帰る場合は、必ず災害情報等を確認したうえで、２人以上
で行動し、１人が屋内に入っている時は別の１人が屋外で待機して、非常時に助けを呼べるようにしま
す。また、屋内に入る場合はすぐに飛び出せるように玄関を開けたまま靴を履いて入る、笛などがあれ
ば携帯するなど、万一に備えましょう。

地震はどこでも
いつでも発生する

地震は、いつ、どこで起きて
も不思議ではありません。他
人事だとは思わずに過去の地
震から学びを得ましょう。

建造物の耐震改修は
地震防災の基本

暮らしの基盤となる住まい。
しかし、状態によっては建造
物が命を奪うことになります。
ぜひ耐震診断を！

地震による火災を防ぐ

1

2 3

大きな揺れは一度とは限らない

もう一度確認!《地震災害》

シリーズ防災特集 前編

二次災害を防ぐためにも、
地震発生後揺れがおさまっ
てから、できるかぎり火元
の確認・始末をしましょう。
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